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　諸田地区は、現在市内で最も高齢化率が高く、

祭りの要員や草刈など共同作業の人手不足、耕作放

棄地や農地の維持管理、鳥獣対策や独居世帯対策

等多くの問題に直面しています。

　このような地区の課題を少しでも改善していこう

と、昨年 12 月『元気な諸田を作る会』（村田友教会長・

会員 15人）が発足しました。

　同会は地区の伝統的な行事や祭りをはじめ、地

域で生産される農作物を利用した特産品づくり、地

区住民の生きがいづくりなど地域活性化に向けた取

組みを諸田区の皆さんと共に進めることとしていま

す。また、人手不足解消と住民との交流を目的に、

地区外に居住する地区出身者の会やこの地区を愛し

てくれるファンの会（応援隊）を発足させ、草刈等の

共同作業を行うことで、諸田地区の維持・継続を図っ

ていくことも活動目標としています。

　今年に入り同会では環境整備の一環として、朝来

地区 NPO 法人（特定非営利活動法人）「ほたる」

の皆さんと共に、地区を流れる朝来野川の草刈を行

いました。また、女性部はカボスと柚子のミックス

マーマレードづくりに取り組み、3 月 20 日の「諸田

山神社御田植祭」で販売する予定です。

　今後も「山菜祭り」や「竹灯籠・ホタル祭り」など

地区内外の皆さんとの楽しい交流事業を計画してい

ます。

　企業や団体をはじめ、個人での参加（応援）も大

歓迎です。

　諸田区の皆さんと交流してみませんか？

問い合わせ
企画課企画係　 0978 －72 － 5161

 と　き　3 月20 日（金）春分の日 午後１時頃から
 ところ　国東市安岐町明治　諸田山神社

　大分県指定無形民俗文化財に指定されているこの

お祭りは、地域の伝統行事として188 年前から現在

まで一度も欠かさず行われています。

　当時の農業形態をそのまま伝承しており、早乙女に

扮した男の子の田植えや、化粧をした男たちの畦ぬり、

おやつを持ってきた庄屋の奥さんが産気づいて出産す

るシーンなどを鉦
かね

や太鼓、笛の囃
はやし

子に合わせてユーモ

ラスに演じ、見る人の笑いを誘い同時に心を和ませて

くれます。

　特に今年は、「諸田山神社」の家内安全、開運招福、

安産祈願等の御幣や、「元気な諸田を作る会」が加工

したカボス・柚子ミックスマーマレード、地元の方が生

産した諸田米やしいたけ等の特産品、団子汁やおにぎ

りなどの販売もあります。

　この機会に是非一度ご覧になってはいかがでしょう

か？なお、駐車場には限りがありますので、交通整理

係のご案内により駐車してください。

問い合わせ　
文化財課　 0978－72－2677

～地域の維持・伝統文化継承のために～

「元気な諸田を作る会」が発足　応援隊募集しています

～心和むユーモラスな伝統行事～

「諸田山神社御田植祭」に行って
みませんか

もろたさんじんじゃおんだうえまつり


